
稲取温泉

雛
の
つ
る
し
飾
り
ま
つ
り

１
月

日
に
ス
タ
ー
ト

「
雛
の
館
」送
客
で
手
数
料

ま
つ
り
期
間
中
　

団
体
対
象
に

下関市

高
杉
晋
作
決
起

年
で
パ
レ
ー
ド

大
河
俳
優
が
参
加

古墳マップ作成
県北地域をＰＲ

熊本県

水
産
物
の
風
評
払
拭

い
わ
き
市
　

東
京
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

希
望
に
輝
く
出
発
の
年
に

旅
館
協
会
北
海
道
の

月
調
査

宿
泊
人
員
、売
り
上
げ
増
加

〈〉

心
の
豊
か
さ
を
育
む
田
舎
体
験

（
長
崎
県
五
島
市
）

　
年
末
に
血
税
を
６
３
１
億
円

使
っ
た
衆
議
院
選
挙
は
、
低
い

投
票
率
で
与
党
の
圧
勝
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。
選
挙
戦
で
は

「
経
済
」
と
い
う
活
字
が
紙
面

に
踊
っ
て
い
た
。
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
と
言
っ
て
物
価
が
上
昇

し
、
消
費
税
が
上
が
り
、
公
共

料
金
が
軒
並
み
値
上
が
り
し
、

年
金
の
受
給
額
や
時
期
は
マ
イ

ナ
ス
に
な
り
、
財
布
の
中
が
豊

か
に
な
っ
た
感
じ
が
し
な
い
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　
国
民
の
多
く
の
所
得
が
上
が

ら
な
い
経
済
は
、
果
た
し
て
景

気
が
回
復
し
た
と
言
え
る
の
だ

ろ
う
か
、
選
挙
区
に
帰
り
、
直

接
住
民
の
声
を
聴
い
た
政
治
家

が
い
る
な
ら
ば
、
選
挙
後
の
２

０
１
５
年
に
期
待
し
た
い
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
式
が
行

わ
れ
、
物
理
学
賞
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
基
礎
研
究
か
ら
実
用
化
ま
で

す
べ
て
を
成
し
遂
げ
た
日
本
人

３
人
が
受
賞
し
た
。
日
本
の
誇

り
で
あ
り
、
地
球
環
境
に
も
、

経
済
的
に
も
、
途
上
国
に
も
、

幸
福
と
発
展
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
偉
大
な
る
功
績
と
言
え

る
。

　
平
和
賞
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
で

女
子
教
育
の
権
利
を
求
め
、
頭

部
に
銃
撃
を
受
け
た
マ
ラ
ラ
・

ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
（

歳
）
が

史
上
最
年
少
で
受
賞
し

た
。
６
６
０
０
万
人
の

少
女
の
代
弁
者
と
し
て

「
す
べ
て
の
子
ど
も
に

教
育
を
」
と
訴
え
た
。

　
平
和
賞
で
は
も
う
一

人
、
イ
ン
ド
で
労
働
を

強
い
ら
れ
る
子
ど
も
８

万
人
以
上
を
解
放
し
た

カ
イ
ラ
ッ
シ
ュ
・
サ
ト

ヤ
ル
テ
ィ
氏
が
受
賞
し

た
。
ユ
ニ
セ
フ
の
資
料

に
よ
る
と
、
紛
争
下
で

性
暴
力
に
あ
う
子
ど
も

は
毎
年
２
億
２
３
０
０

万
人
以
上
も
い
る
と
の

驚
愕
の
現
実
に
心
が
痛
む
。
い

ず
れ
も
子
ど
も
の
人
権
問
題
で

あ
る
。

　
そ
れ
は
途
上
国
ば
か
り
で
は

な
く
、
日
本
も
他
人
ご
と
で
は

な
い
。児
童
虐
待
、育
児
放
棄
、

我
が
子
を
殺
め
る
親
。
子
ど
も

の
貧
困
は

・
３
％
。い
じ
め
、

不
登
校
、
自
殺
も
多
い
。

　
出
生
率
は
世
界
１
７
４
位
の

１
・

人
、
マ
タ
二
テ
ィ
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、多
い
待
機
児
童
、

ニ
ー
ト

万
人
、
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
難
民
な
ど
、
子
ど
も
や
若
者

も
生
き
づ
ら
い
日
本
で
あ
る
。

経
済
の
豊
か
さ
は
有
難
い
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
心
の
貧
困

が
起
こ
っ
て
お
り
、
今
こ
そ

「
物
・
金
の
豊
か
さ
」
か
ら

「
心
の
豊
か
さ
」
が
必
要
な
時

代
で
あ
る
。
学
校
の
教
科
学
習

で
も
、
塾
で
も
学
べ
な
い
。
親

も
、
社
会
も
、
国
も
苦
手
な

「
人
間
教
育
」
の
時
間
と
場
が

足
り
な
い
。

　
そ
ん
な
時
に
、
私
が

年
に

渡
っ
て
そ
の
必
要
性
と
効
果
に

つ
い
て
訴
え
続
け
て
、
日
本
中

に
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
体
験
教

育
」
が
極
め
て
有
効
な
手
立
て

で
あ
り
、
今
こ
そ
政
策
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
継
続

は
可
能
で
あ
る
。
一
過
性
に
終

わ
ら
な
い
教
育
で
子
ど
も
や
若

者
に
、
つ
ま
り
は
「
人
」
に
こ

そ
お
金
「
投
資
」
を
か
け
、
明

る
い
未
来
を
拓
く
道
筋
を
つ
く

る
べ
き
時
で
あ
る
。

　
リ
セ
ッ
ト
し
、
希
望
に
輝
く

日
本
へ
の
出
発
の
年
に
し
た

い
。

　
（
体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤

澤
安
良
）

地区 回答旅館
軒数

宿泊人員
（％）

売り上げ
（％）

根室・標津・川湯・摩周温泉  ． ．

知床　ウトロ温泉・岩尾別温泉  ． ．

阿寒湖温泉  ． ．

釧路・釧路近郊  ． ．

十勝川・然別湖・帯広・帯広近郊  ． ．

利尻・稚内  ． ．

網走・網走湖・北見・温根湯温泉  ． ．

大雪層雲峡・旭川・美瑛・富良野  ． ．

登別温泉・カルルス温泉  ． ．

洞爺湖温泉・支笏湖・日高・えりも  ． ．

小樽・朝里川温泉・札幌  ． ．

定山渓温泉・小金湯温泉  ． ．

余市・ニセコ・岩内  ． ．

函館・湯の川・松前・江差  ． ．

合計  ． ．

月の宿泊実績（前年同月比）

（２５） 第２７８０号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）１月１日（木曜日）

　
静
岡
県
東
伊
豆
町
の
稲
取
温
泉
で
「
雛
の
つ
る
し
飾
り
ま
つ
り
」
が
１
月

日
に

開
幕
す
る
。
主
催
は
稲
取
温
泉
旅
館
協
同
組
合
。
地
域
の
伝
統
的
な
風
習
を
今
に
伝

え
る
イ
ベ
ン
ト
で

回
目
を
迎
え
る
。
「
文
化
公
園
雛
の
館
」
な
ど
に
つ
る
し
飾
り

を
展
示
す
る
ほ
か
、
神
社
の
階
段
を
使
っ
た
雛
段
飾
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
行
う
。
期
間
は
３
月

日
ま
で
。

稲取温泉に受け継がれている雛のつるし飾り

素盞嗚神社の雛段飾り

高良さんが乗馬してパレードに参加した

当
日
は
雨
だ
っ
た
が
、
漁
業

関
係
者
や
ゲ
ス
ト
の
山
崎
さ

ん
が
Ｐ
Ｒ
を
繰
り
広
げ
た

　
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
の

担
当
者
が

月
９
日
、
大
阪

市
の
観
光
経
済
新
聞
社
関
西

支
社
を
訪
問
し
、
こ
の
ほ
ど

発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
熊
本
県
県
北
地
域
古
墳
マ

ッ
プ
」
と
県
北
地
域
の
古
墳

や
博
物
館
を
巡
る
旅
を
Ｐ
Ｒ

し
た
＝
写
真
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
古

墳
を
は
じ
め
古
墳
を
テ
ー
マ

と
す
る
博
物
館
や
資
料
館
を

紹
介
、
地
図
も
掲
載
し
て
い

る
。

　
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

（
山
鹿
市
）
は
、
日
本
一
の

数
を
誇
る
装
飾
古
墳
を
テ
ー

マ
に
し
た
博
物
館
。
国
指
定

史
跡
の
岩
原
古
墳
群
に
隣
接

し
て
い
る
。

　
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故

創
生
館
（
同
）
は
、
国
指
定

史
跡
の
鞠
智
城
跡
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
。
７
世
紀
後
半
に

大
和
朝
廷
が
築
い
た
鞠
智
城

の
歴
史
的
な
背
景
や
城
の
造

り
に
つ
い
て
館
内
の
展
示
や

映
像
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

　
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館

「
こ
こ
ろ
ピ
ア
」
と
山
鹿
市

立
博
物
館
で
は
、
原
始
古
代

以
降
の
歴
史
が
時
代
を
追
っ

て
紹
介
さ
れ
、
通
史
的
な
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
古
墳
で
は
、
国
指
定
史
跡

の
チ
ブ
サ
ン
古
墳（
山
鹿
市
）

な
ど
を
解
説
し
て
い
る
。

　
チ
ブ
サ
ン
古
墳
は
、
６
世

紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
全
長

約

㍍
の
前
方
後
円
墳
で
主

体
部
は
複
室
の
横
穴
式
石

室
。
石
室
内
の
石
屋
形
に
は

赤
、
白
、
黒
で
幾
何
学
模
様

や
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

装
飾
古
墳
と
し
て
は
全
国
的

に
有
名
。
現
在
は
装
飾
文
様

の
保
存
の
た
め
、
１
日
２
回

の
み
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
連
合
会
は

月

日
、
会
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
対
象
に

し
た
２
０
１
４
年

月
の
宿

泊
実
績
調
査
の
結
果
を
ま
と

め
た
＝
表
。
宿
泊
人
員
、
売

り
上
げ
と
も
に
前
年
同
月
の

実
績
を
上
回
っ
た
。

　
主
な
温
泉
地
・
観
光
地


地
区
に
所
在
す
る
旅
館
・
ホ

テ
ル
を
対
象
に
調
査
。

月

分
に
対
し
て
は

軒
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。

　
宿
泊
人
員
は
前
年
同
月
比

７
・
５
％
増
、
売
り
上
げ
は

同

・
４
％
増
だ
っ
た
。
宿

泊
人
員
で
は

地
区
の
う
ち


地
区
が
プ
ラ
ス
。
売
り
上

げ
も
同
じ

地
区
が
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
か
ら
は
、

「
道
内
客
は
前
年
を
下
回
る

も
、
道
外
の
ツ
ア
ー
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
集
客
を
伸
ば
し

た
」
（
大
雪
層
雲
峡
・
旭
川

・
美
瑛
・
富
良
野
）
と
す
る

回
答
が
あ
る
一
方
で
、
全
般

的
な
低
調
を
指
摘
す
る
声
も

あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
全

体
と
し
て
東
ア
ジ
ア
、
東
南

ア
ジ
ア
が
好
調
に
推
移
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
幕
末
の
志
士
、
高
杉
晋
作

の
功
山
寺
決
起
か
ら
２
０
１

４
年
で
１
５
０
年
を
迎
え
た

こ
と
に
ち
な
む
記
念
事
業

「
城
下
町
長
府
パ
レ
ー
ド
」

が

月

日
、
山
口
県
下
関

市
の
城
下
町
、
長
府
地
区
の

功
山
寺
な
ど
で
開
か
れ
た
。

主
催
は
し
も
の
せ
き
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
。

　
地
元
の
高
校
生
を
は
じ

め
、
長
府
観
光
協
会
や
萩
市

の
観
光
関
係
者
が
、
奇
兵
隊

の
扮
装
で
パ
レ
ー
ド
を
行
っ

た
。

年
１
月
に
放
送
が
始

ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
花
燃
ゆ
」
で
高
杉
晋
作
役

を
演
じ
る
俳
優
の
高
良
健
吾

さ
ん
が
参
加
し
た
。
高
良
さ

ん
は
、
高
杉
晋
作
が
功
山
寺

決
起
の
際
に
着
用
し
た
甲
冑

の
レ
プ
リ
カ
を
羽
織
っ
て
、

乗
馬
し
て
パ
レ
ー
ド
を
行
っ

た
。

　
パ
レ
ー
ド
の
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
下
関
市
の
中
尾

友
昭
市
長
を
は
じ
め
、
高
杉

晋
作
や
幕
末
維
新
１
５
０
年

の
記
念
事
業
を
踏
ま
え
、
下

関
市
と
広
域
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
山
口
県
萩
市
の

野
村
興
兒
市
長
も
参
加
し

た
。

　
両
市
は
、
「
花
燃
ゆ
」
の

ゆ
か
り
の
地
や
ロ
ケ
地
と
し

て
、
ド
ラ
マ
内
に
も
多
数
登

場
す
る
予
定
。
下
関
市
内
に

あ
る「
高
杉
晋
作
終
焉
之
地
」

の
整
備
も
行
わ
れ
、

月


日
に
完
成
し
た
。
萩
市
に
は

大
河
ド
ラ
マ
館
が
１
月

日

に
開
館
す
る
。

　
福
島
県
い
わ
き
市
の
漁
業

復
興
、
水
産
物
へ
の
風
評
被

害
払
拭
を
目
指
す
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
「
復
興
支
援
感
謝
！
い

わ
き
の
魚
祭
り
」
が

月


日
、
東
京
・
新
橋
の
Ｓ
Ｌ
広

場
で
開
か
れ
た
。
地
元
の
漁

業
関
係
者
ら
が
い
わ
き
の
水

産
物
の
安
全
性
な
ど
を
紹

介
。
通
行
人
に
自
慢
の
魚
介

類
を
使
用
し
た
名
物
料
理
を

振
る
舞
っ
た
。

　
い
わ
き
市
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
を

踏
ま
え
、
農
林
水
産
業
や
観

光
業
へ
の
風
評
被
害
対
策
と

し
て
、
「
い
わ
き
見
え
る
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
中
。

単
に
安
全
性
を
叫
ぶ
の
で
は

な
く
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
放
射
性
物
質
な
ど

に
関
す
る
風
評
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
の

は
、
い
わ
き
市
漁
業
協
同
組

合
、
い
わ
き
仲
買
組
合
、
い

わ
き
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ

ー
ロ
ー
、
い
わ
き
市
、
福
島

県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
で

構
成
す
る
「
い
わ
き
魚
祭
り

実
行
委
員
会
」
。

　
い
わ
き
市
の
漁
業
は
、
沖

合
漁
業
が
早
期
に
再
開
し
た

が
、
沿
岸
漁
業
に
つ
い
て
は

２
０
１
３
年

月
に
試
験
操

業
を
開
始
し
、
段
階
的
に
魚

種
と
海
域
、
出
荷
先
の
拡
大

を
進
め
て
い
る
。
放
射
性
物

質
の
検
査
体
制
な
ど
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
漁
業
の
本
格
的
な

復
興
を
目
指
し
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
漁
業
関
係

者
が「
い
わ
き
の
魚
は
安
全
。

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
風
評

の
払
拭
に
つ
な
が
る
」
と
強

調
。
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

い
わ
き
を
舞
台
に
し
た
映
画

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
に
出
演
し

た
タ
レ
ン
ト
の
山
崎
静
代
さ

ん
が
駆
け
付
け
、
「
メ
ヒ
カ

リ
な
ど
い
わ
き
の
魚
は
本
当

に
お
い
し
い
。
行
く
た
び
に

食
べ
て
い
る
。
今
後
も
お
い

し
い
魚
を
獲
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

　
会
場
で
は
、
い
わ
き
産
の

ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
ニ
を
使
用
し
た

新
し
い
名
物
料
理
「
い
わ
き

の
浜
の
お
や
じ
鍋
」
、
メ
ヒ

カ
リ
の
唐
揚
げ
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
た
。

　
稲
取
温
泉
旅
館
協
同
組
合

は
、
雛
の
つ
る
し
飾
り
ま
つ

り
の
期
間
中
、
文
化
公
園
雛

の
館
の
入
館
に
つ
い
て
、
旅

行
会
社
の
添
乗
員
や
ガ
イ
ド

が
付
く

人
以
上
の
団
体
を

対
象
に
送
客
手
数
料
を
支
払

う
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

う
。

　
送
客
手
数
料
と
し
て
１
人

に
付
き
１
０
０
円
を
支
払

う
。
文
化
公
園
雛
の
館
の
入

館
料
が
３
０
０
円
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
質
的
に
約

％

を
還
元
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。
宿
泊
、
日
帰
り
は
問
わ

な
い
が
、
催
行
３
日
前
の
午

後
５
時
ま
で
に
申
し
込
み
書

を
同
組
合
に
送
信
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
組
合

☎
０
５
５
７
（
９
５
）
２
９

０
１
ま
で
。

　
つ
る
し
飾
り
は
、
メ
ー
ン

会
場
の
文
化
公
園
雛
の
館
に

約
１
万
１
千
個
、
雛
の
館

「
む
か
い
庵
」
に
約
７
７
０

０
個
を
展
示
す
る
ほ
か
、
旅

館
、
一
般
住
宅
な
ど
に
も
飾

ら
れ
る
。
町
内
各
地
で
は
つ

る
し
飾
り
の
製
作
体
験
も
で

き
る
。

　
稲
取
の
街
と
海
を
見
下
ろ

す
場
所
に
あ
る
素
盞
嗚
神
社

の
階
段
に
は
雛
段
飾
り
を
展

示
。
期
間
は
３
月
３
日
～
３

月

日
。
個
人
宅
に
仕
舞
い

込
ま
れ
た
雛
人
形
を
譲
り
受

け
、
１
０
０
段
の
階
段
に
並

べ
る
。
昨
年
初
め
て
実
施
し

た
企
画
で
来
場
者
に
好
評
だ

っ
た
た
め
、
今
年
も
開
催
す

る
。

　
文
化
公
園
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
る
イ

ベ
ン
ト
は
、
ま
つ
り
の
期
間

を
通
し
て
開
催
。文
化
公
園
、

む
か
い
庵
、
素
盞
嗚
神
社
の

う
ち
２
カ
所
を
巡
っ
て
ス
タ

ン
プ
を
押
し
た
旅
行
者
に
抽

選
で
宿
泊
券
や
特
産
品
を
贈

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
初
め

て
実
施
す
る
。

　
雛
の
館
へ
の
入
場
や
飲
食

に
お
得
な
チ
ケ
ッ
ト
も
販
売

す
る
。
雛
の
館
入
館
券
と
、

飲
食
店
で
の
食
事
や
旅
館
で

の
日
帰
り
入
浴
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
チ
ケ
ッ
ト
で
、
最
大

１
５
０
０
円
相
当
に
な
る
と

こ
ろ
を
千
円
で
利
用
で
き

る
。

　
同
組
合
で
は
「
雛
の
つ
る

し
飾
り
は
、
近
年
、
全
国
各

地
に
広
ま
っ
て
い
る
が
、
稲

取
温
泉
の
雛
の
つ
る
し
飾
り

は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代

か
ら
、
母
か
ら
娘
へ
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
も

の
。
ぜ
ひ
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
稲

取
温
泉
に
見
に
来
て
も
ら
い

た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。

　
稲
取
温
泉
の
雛
の
つ
る
し

飾
り
は
、
娘
の
成
長
を
願
っ

て
祖
母
や
母
が
端
布
で
作
っ

た
飾
り
を
竹
ヒ
ゴ
の
輪
か
ら

赤
い
ヒ
モ
で
つ
る
す
。
つ
る

す
飾
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
、
サ
ル
の
飾
り
に

は
「
難
が
去
る
」
と
い
っ
た

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
に
願
い
事

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

【
向
野
悟
】


